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 過去 10 年の商業の労働災害 1,484 件のうち、約 28％（412 件）が「転倒災害」

です。また「墜落・転落」に分類したものの約半数は、「階段からの転落」など、

「転倒」に近いタイプの災害です。 

 

 

 転倒災害 412 件のうち約 63％（261 件）が休

業 30 日以上を要する重篤な災害です。 

また繁忙期である 12月～1月に特に多発傾向が

認められます。次の点などに留意して、災害を防

ぎましょう。 

 

床に置かれた空段ボール箱に注意しましょう。 
 

 床に置かれた空段ボール箱は、意外に滑りやす

く転倒災害の原因になりがちです。 

 空段ボール箱を足元付近に置きながら商品の

陳列作業を行う場合がよくあります。 

これらは、作業者本人はもちろん、近くを通行

する他の作業者や来客へも危険を及ぼします。 

 商品の陳列作業は、空段ボール箱を整理しな

がら行いましょう。また使用後の空段ボール箱

は放置せず、定められた場所に集積しましょう。 

食品売り場の油脂に注意しましょう。 
 

 揚げ物や魚介類を扱う食品売り場付近は、床に

油脂が付着して滑りやすくなり、転倒災害の原

因になりがちです。 

 油脂のたまりやすい場所には、吸湿性のある

マットを敷くなどの措置を講じましょう。 

 既にマット等が敷かれている場合には、古くな

っていないか、大きさが十分であるかなどをチ

ェックしましょう。 

 それでも床に油脂が残る場合には、定期的な清

掃を行いましょう。 

足拭きマットへのつまずきに注意しましょう。 
 

 足拭きマットは油脂等を吸収してくれる反面、

つまずき易く、転倒災害の原因になりがちです。 

 特に波打った状態のマットは、足やカートの

車輪等をつまずかせる原因になります。 

 マットの周囲をテープで固定するなど、つま

ずき防止の対策を行いましょう。 

スイングドア付近の出会い頭に注意しましょう。 
 

 スイングドアの付近は出会い頭の衝突を招き

やく、転倒災害の原因になりがちです。 

 スイングドア自体を無くし、自動ドアに変え

る、あるいは窓を付けてドアの反対側を確認で

きるようにする等、できるだけ設備的な対策を

講じましょう。 

 「左側通行」、「右側通行」等のルールを定める

場合は、できるだけ店舗統一のものにしましょ

う。また注意喚起の表示方法等も分かり易く

統一し、守りやすいものにしましょう。 

大型冷蔵庫の扉前のスペースを確保しましょう。 
 

 食製品のバックヤードにある大型冷蔵庫は、特

に「外開き戸」の場合、通行人との接触の恐

れが高くなります。 

 扉を開く面積が少なくてすむ「引き戸」に交

換するなどの方法がもっとも確実です。 

 これらが行えない場合は、整理整頓をし、扉前

のスペースを十分確保しましょう。 

階段からの転落に注意しましょう。 
 

 階段から転落する災害はとても多く、一向に後

を絶ちません。 

 前方や足元が見えないほどの荷物の持ち方を

しないようにしましょう。 

 走らず、手すりを持って昇降しましょう。 
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商業で最も多発している労働災害は「転倒災害」です。 

転倒災害 412 件の分析 
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